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業績予想（連結・単独）の修正に関するお知らせ 
 
平成１８年度１２月期（平成１８年１月１日～平成１８年１２月３１日）の業績予想について、

平成１８年１１月１日に公表しました連結業績予想及び平成１８年８月２３日に公表しました単独

業績を、下記の通り修正しますので、お知らせします。 
 

記 
 
１．１８年１２月期通期連結業績予想数値の修正（平成１８年１月１日～平成１８年１２月３１日） 

（単位：百万円、％） 
 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） 
（平成 18 年 11 月 1 日発表）  1,600,000 135,000   130,000 76,000

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 1,600,000 135,000    130,000 41,000

増     減     額（Ｂ－Ａ） 0 0 0 ▲35,000

増      減      率  0.0  0.0  0.0 ▲46.1

前期（平成 17 年 12 月期実績） 1,526,660 118,194 118,884 60,014

 
２．修正の理由（連結） 

平成１８年度第４四半期において、北米板ガラス事業における暖簾代の減損損失、ブラウン管

（ＣＲＴ）ガラス生産設備（一部）の減損損失、並びにＣＲＴガラスを製造している上海旭電子

玻璃有限公司の全持分を売却することによる譲渡損等として、前回予想（平成１８年１１月１日

時点）に追加して、新たに約７５０億円の特別損失を計上する見込みとなりました。 
北米板ガラス事業については、建築用板ガラス部門の競争激化や原燃材料費高騰の影響等によ

り採算が悪化していることから、連結子会社であるＡＦＧインダストリーズ社の暖簾代を減損処

理（約４００億円）することとしたものです。 
ＣＲＴガラス事業については、今後も需要が減少していく状況の中、生産設備（一部）の減損

処理（約１８０億円）を追加で実施するとともに、市場戦略を大幅に見直し、今般、上海旭電子

玻璃有限公司の全持分を譲渡することを決定し、これに伴う譲渡損（約１００億円）が発生しま

す。 
以上の結果、売上高、営業利益、経常利益ともに前回予想から変更はありませんが、当期純利

益は前回予想を下回る見通しです。 
 

(財)財務会計基準機構会員



  

３．１８年１２月期通期単独業績予想数値の修正（平成１８年１月１日～平成１８年１２月３１日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） 
（平成 18 年 8 月 23 日発表） 620,000 61,000 71,000 36,000

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 620,000 61,000  71,000 ▲33,000

増     減     額（Ｂ－Ａ） 0 0 0 ▲69,000

増      減      率 0.0 0.0 0.0 -

前期（平成 17 年 12 月期実績） 576,229 46,554 62,504 43,008

 
４．修正の理由（単独） 

平成１８年度第４四半期において、当社グループの北米における持株会社であるＡＧＣアメリ

カ社株式の減損損失並びにＣＲＴガラスを製造している上海旭電子玻璃有限公司の全持分を売却

することによる譲渡損として、前回予想（平成１８年８月２３日時点）に追加して、新たに 
約１，０５０億円の特別損失を計上する見込みとなりました。 
  ＡＧＣアメリカ社は、当社グループの北米における持株会社ですが、ＡＧＣアメリカ社が株式

を所有するＡＦＧインダストリーズ社の暖簾代を減損処理することに加え、北米事業全般の業績

が低調に推移していることから、当社所有のＡＧＣアメリカ社株式を減損処理（約９３０億円）

することとしたものです。 
ＣＲＴガラス事業については、今後も需要が減少していく状況の中、市場戦略を大幅に見直し、

今般、上海旭電子玻璃有限公司の全持分を譲渡することを決定し、これに伴う譲渡損（約１２０

億円）が発生します。 
これにより、売上高、営業利益、経常利益ともに前回予想から変更はありませんが、当期純利

益は前回予想を下回る見通しです。 
 
 
 
（補足資料） 
 
事業セグメント別業績見込み（連結） 
平成１８年１２月期通期               （単位：億円） 

事業セグメント 売上高 営業利益 

ガラス 8,000 420 

電子・ディスプレイ 4,900 820 

化学 3,000 80 

その他 750 30 

消去 ▲650 - 

合計 16,000 1,350 

  ※平成 18年 12月期第 3四半期業績開示時（平成 18年 11月 1日）の 
   予想から変更はありません。 
 

以 上 


